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保護者の皆様や地域の方々のご理解・ご支援のもと、無事、１学期を終えることができました。本当にありがと

うございます。一人一人のがんばりや成長がたくさん見られ、笑顔も広がった１学期でした。 

２４日の終業式で校長が話をした内容をお伝えします。 

 

 

 

 

令和８年度の１学期、皆さんは、毎日の授業や様々な行事や活動を通して、たくさんのことを学び、経験を

し、４月の頃より大きく成長することができました。  

さて、４月８日の始業式で、全員に自分の居場所があり、一人一人が楽しく学校生活を送ることができ、

学校中が皆さんの笑顔でいっぱいになる学校を目指すと、皆さんに伝えました。 

そのために、「どうしたらもっと良い自分、もっと良い学びになるのかを考え行動すること」と「決めたこと

はあきらめない、たくましい心を持つこと」の２点についても、話しました。そして、より、わかりやすい目標とし

て、「あいさつ」と「友だちを大切にする、いじめを許さない」を頑張ってきました。 

「あいさつ」については、４月に比べて大変成長を実感します。たくさんの先生方に、あいさつをする皆さ

んを、すばらしいと思います。朝、皆さんからあいさつをしてもらい、幸せになります。笑顔を見ると、私も笑顔

になります。残念ですが、まだ、少し人が、無視したり、声が小さかったり、いやいやだったりもします。あいさ

つは、社会の礼儀です。どんな世界で生きていくにも、あいさつは必要ですね。２学期も、二小の自慢のあい

さつをバージョンアップしていきましょう。 

もう一つの、「友だちを大切にする」はどうだったでしょう。残念ながらが、もう一歩という気がします。相手

を大切に思って優しい行動ができる人も増えていますが、特に、「言葉」です。自分は「悪口」でないと思っ

ているでしょうが、ばかにしたような、いじわるな、相手に平気でダメ出しするような言葉が聞こえてきます。

噂話を確かめもせず、広める人もまだいます。思っていることは正しいのかもしれません。でも、あなたが言

わなければならないことでしょうか。言い方はそれで良いのでしょうか。相手は、その言葉で笑顔になるでし

ょうか。その場にその人がいなければ何を言っても良いのでしょうか。考えてから、言葉を言ってください。ま

た、自分の気分で、相手への態度を変えるのも、残念です。相手も心のある人間です。相手の心も存在も自

分の物ではありませんね。 

皆さん一人一人は、たくさん良い所、良い心を持っています。１学期の成長は、皆さんの自分を良くしたい

という諦めない心が形となったものです。先生方は、皆さんを信じています。２学期も、笑顔で、頑張っていき

ましょう。 

さあ、明日から、３０日間の長い楽しい夏休みが始まります。最後に１つだけ、お願いがあります。自分の命

は自分で守ってください。命は１つです。２つはありません。絶対に誰一人、命を粗末にすることのないように

してください。そして、自分と友達を大切にするために、ルールを守り、自分も家族も友達も笑顔で夏休みを

過ごしてください。８月２４日の２学期の始業式に、みなさんの笑顔を見ることを楽しみにしています。 

 




